
諧
謔
と
風
刺
の
館

―
―
小
栗
虫
太
郎
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
論

松

田

祥

平

一
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
―
―
そ
の
関
係

小
栗
虫
太
郎
の
小
説
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
は
、『
新
青
年
』（
一
九
三
四

年
四
月
〜
一
二
月
号
）
に
連
載
さ
れ
、
翌
年
五
月
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ

の
り
み
ず

た
。
こ
の
作
は
、
探
偵
法
水
麟
太
郎
を
主
人
公
に
据
え
た
シ
リ
ー
ズ
五
作
目

シ
ヤ
ト
ウ

の
作
品
で
あ
り
、「
豪
壮
を
極
め
た
ケ
ル
ト
・
ル
ネ
サ
ン
ス
式
の
城
館
」
で

の
連
続
殺
人
事
件
の
解
決
ま
で
の
顛
末
が
語
ら
れ
る
、
シ
リ
ー
ズ
初
の
長
編

小
説
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
反
響
は
凄
ま
じ
く
、
小
栗
本
人
も
、
単
行
本
化
に

際
し
付
さ
れ
た
「
著
者
之
序
」
に
お
い
て
、「
本
篇
が
『
新
青
年
』
に
連
載

中
は
、
褒
め
ら
れ
る
に
も
、
誹
ら
れ
る
に
も
、
悉
く
最
大
級
の
用
語
を
以
つ

て
せ
ら
れ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

発
端
は
、「
通
称
黒
死
館
と
呼
ば
れ
る
降
矢
木
の
館
」
に
住
む
「
門
外
不

ス
ト
リ
ン
グ
・
カ
ル
テ
ツ
ト

ヴ
ア
イ
オ
リ
ン

出
の
弦
楽
四
重
奏
団
を
形
成
し
て
ゐ
る
四
人
の
異
国
人
」
の
「
第
一
提
琴
奏

者
」
で
あ
る
グ
レ
ー
テ
・
ダ
ン
ネ
ベ
ル
グ
が
毒
殺
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

物
語
冒
頭
、
支
倉
検
事
か
ら
こ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
法
水
は
、

「
悠
つ
く
り
し
よ
う
よ
支
倉
君
、（
中
略
）
大
体
、
い
つ
ぞ
や
の
ケ
ン

ネ
ル
殺
人
事
件
―
―
あ
れ
で
は
、
支
那
古
代
陶
器
が
単
な
る
装
飾
物
に

過
ぎ
な
か
つ
た
。
所
が
今
度
は
、
算
哲
博
士
が
死
蔵
し
て
ゐ
る
、
カ
ロ

リ
ン
グ
朝
以
来
の
工
芸
品
だ
」（
序
篇
）

と
い
う
よ
う
に
、
降
矢
木
家
に
関
す
る
注
釈
を
開
始
す
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
『
ケ
ン
ネ
ル
殺
人
事
件
』
と
い
う
名
前
で
あ

る
。こ
れ
は
一
九
三
三
年
に
ア
メ
リ
カ
で
刊
行
さ
れ
た
、探
偵
小
説
作
家
ヴ
ァ

ン
・
ダ
イ
ン
（S.S.V

an
D
ine

）
の
作
品
の
一
つ
だ
が
、
作
中
で
は
こ
の

後
も
彼
と
そ
の
作
品
へ
の
言
及
は
、
八
度
ほ
ど
見
ら
れ（

１
）る。

連
載
二
回
目
の
『
新
青
年
』
に
は
、
江
戸
川
乱
歩
、
甲
賀
三
郎
に
よ
る
期

待
が
綴
ら
れ
た
記
事
が
併
載
さ
れ
て
お
り
（
後
に
詳
述
）、
そ
こ
で
は
両
名

共
に
作
風
の
類
似
と
い
う
観
点
か
ら
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
に
言
及
し
て
い
る
が
、

以
来
、
多
く
の
論
者
が
小
栗
及
び
『
黒
死（

２
）館』
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
と
の
関

係
に
つ
い
て
語
っ
て
き
た
。
本
論
は
そ
の
中
で
も
乱
歩
の
「
日
本
探
偵
小
説

の
系
譜
」（『
中
央
公
論
』
一
九
五
〇
年
一
一
月
）
に
注
目
し
、
小
栗
の
「
奇

怪
」
な
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
受
容
と
い
う
乱
歩
の
指
摘
（
後
に
詳
述
）
を
手
掛

か
り
に
、『
黒
死
館
』
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
関
係
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。

で
は
そ
の
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
が
い
か
な
る
作
家
で
あ
っ
た
か
を
こ
こ
で
説
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明
し
て
お
こ
う
。
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
は
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
末
に

か
け
て
活
躍
し
た
ア
メ
リ
カ
の
探
偵
小
説
作
家
で
あ
る
。
彼
を
論
じ
る
際
に

最
も
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
は
Ｈ
・
ヘ
イ
ク
ラ
フ
ト
に
よ
る
「
な
お

戦
前
の
ま
ま
の
地
点
に
立
ち
ど
ま
っ
て
い（

３
）た」
ア
メ
リ
カ
の
探
偵
小
説
が
、

彼
の
『
ベ
ン
ス
ン
殺
人
事
件
』
に
よ
っ
て
「
一
夜
に
し
て
（
中
略
）
成
年
に

達
し（

４
）た」
と
い
う
言
説
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
評
価
は
Ｈ
・
Ｄ
・
ト
ム
ソ
ン
が

先
立
っ
て
行
っ
て
お
り
、
彼
も
ま
た
、「
ポ
ー
は
亜
米
利
加
探
偵
小
説
の
為

に
余
り
立
派
過
ぎ
る
店
開
き
を
や
つ
」
た
が
、
以
後
八
十
年
は
停
滞
の
時
期

で
、「
全
く
亜
米
利
加
の
探
偵
小
説
の
改
良
と
い
ふ
も
の
は
、
ヴ
ア
ン
・
ダ

イ
ン
の
出
現
に
依
つ
て
始
め
て
さ
れ
た
の
だ
つ（

５
）た」
と
述
べ
て
い
る
。

ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
は
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
三
年
ほ
ど
で
邦
訳
さ
れ
始
め
、
高
い

人
気
を
博
し
た
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
森
下
雨
村
の
紹
介
で

あ
っ
た
。
雨
村
は
一
九
二
九
年
の
『
新
青
年
』（
一
月
）
に
、「
探
偵
新
作
家

現
は
る
」
と
題
し
て
紹
介
記
事
を
書
い
て
お
り
、
彼
の
小
説
は
「
在
来
の
探

偵
小
説
の
型
を
破
つ
た
頗
る
新
し
味
に
富
ん
だ
も
の
で
、
探
偵
小
説
界
に
一

シ
ヨ
ツ
ク

つ
の
新
し
い
衝
撃
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
探

偵
小
説
漫
談
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
九
年
一
月
一
日
朝
刊
）
で
は

「
探
偵
小
説
は
若
い
内
に
こ
そ
面
白
い
が
、
年
を
と
つ
て
は
」
と
い
う
「
人

達
に
私
は
若
返
り
法
の
た
め
に
も
最
近
の
ヴ
ン
・
ダ
イ
ン
や
ウ
イ
ル
ス
・
ク

ロ
フ
ツ
の
作
品
を
お
す
す
め
し
た
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

雨
村
の
紹
介
を
経
て
、
同
年
六
月
か
ら
は
『
新
青
年
』
に
平
林
初
之
輔
訳

に
よ
る
「
グ
リ
イ
ン
家
の
惨（

６
）劇」
が
連
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
号
の
編

集
後
記
に
当
た
る
「
戸
崎
町
だ
よ
り
」
に
は
「
本
誌
で
紹
介
し
て
か
ら
、
丸

善
書
店
に
は
ヷ
ン
・
ダ
イ
ン
の
註
文
が
一
番
多
く
来
る
さ
う
で
あ
る
」
と
あ

り
、
当
時
の
読
者
の
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
に
対
す
る
期
待
の
高
さ
が
伺
え
る
。

そ
の
後
も
需
要
は
衰
え
な
か
っ
た
よ
う
で
、『
グ
リ
ー
ン
家
』
を
皮
切
り
に

既
刊
が
続
々
と
翻
訳
さ
れ
、
そ
れ
が
完
了
し
て
か
ら（

７
）は、
原
著
刊
行
の
一
年

以
内
に
は
翻
訳
が
出
版
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
い
く
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
が
全
て
傑
作
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
か
と
い
え
ば
決
し

て
そ
う
で
は
な
い
。
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
は
そ
の
生
涯
に
一
二
の
長
編
を
残
し

て
い
る（

８
）が、
彼
の
作
品
は
後
半
に
な
る
に
つ
れ
、
衒
学
趣
味
ば
か
り
が
目
立

ち
完
成
度
が
低
く
な
る
と
さ
れ
、
本
人
が
「
一
人
の
作
家
に
六
つ
以
上
の
探

偵
も
の
の
立
派
な
想
が
あ
る
か
ど
う
か
私
は
頗
る
疑
は
し
く
思
つ
て
ゐ（

９
）る」

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
期
六
作
の
み
が
優
れ
た
作
品
で
あ
る
と
見
な

さ
れ
た
。
こ
の
理
解
は
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
没
後
ま
も
な
く
に
形
成
さ（

１０
）れ、

現
在
で
は
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
評
価
の
定
説
に
な
っ
た
観
が
あ
る
。

そ
し
て
、
評
価
が
高
い
前
期
六
作
の
中
で
も
、『
グ
リ
ー
ン
家
殺
人
事
件
』

と
『
僧
正
殺
人
事
件
』
の
二
作
は
、
探
偵
小
説
全
体
の
中
で
も
傑
出
し
た
作

品
で
あ
る
と
評
さ
れ
た
。『
新
青
年
』
新
春
増
刊
号
（
一
九
三
七
年
二
月
五

日
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
海
外
探
偵
小
説
十
傑
」
と
い
う
周
知
の
企
画
は
、
そ

れ
を
具
体
的
に
示
す
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
六
人
の
作
家
、
評
論
家
が
そ

れ
ぞ
れ
海
外
探
偵
小
説
の
ベ
ス
ト
テ
ン
を
上
げ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
『
グ
リ
ー
ン
家
』
が
七
六
点
（
第
一
位
に
一
〇
点
、
第
二
位
に
九
点
と
つ

け
て
い
き
、
二
六
人
分
を
合
算
―
―
松
田
注
）
で
四
位
、『
僧
正
』
が
五
八

点
で
八
位
で
あ
り
、
二
作
品
ラ
ン
ク
イ
ン
さ
せ
て
い
る
作
家
は
彼
の
み
で
あ

る
。こ

の
企
画
に
は
小
栗
も
参
加
し
て
い
る
の
だ
が
、

一
、
水
晶
の
栓

ル
ブ
ラ
ン
／
二
、
僧
正
殺
人
事
件

ヴ
ア
ン
・
ダ
イ

ン
／
三
、
赤
毛
の
レ
ツ
ド
メ
イ
ン

フ
イ
ル
ポ
ツ
ツ
／
四
、
八
一
三

ル
ブ
ラ
ン
／
五
、
グ
リ
ー
ン
家
の
惨
劇

ヴ
ア
ン
・
ダ
イ
ン
（
以
下
略
）
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と
い
う
よ
う
に
、『
僧
正
』
と
、『
グ
リ
ー
ン
家
』
を
二
位
と
五
位
に
置
い
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
は
人
気
、
評
価
と
も
に
高
か
っ
た
作
家
だ

け
に
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
た
作
家
も
多
か
っ
た
。
乱
歩
は
一
九
三
九
年
四
月

に
亡
く
な
っ
た
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
に
対
し
、同
年
の
『
改
造
』
六
月
号
に
「
ヷ

ン
・
ダ
イ
ン
回
顧
」
と
題
し
た
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
「
甲

賀
君
は
主
と
し
て
評
論
に
よ
つ
て
、
浜
尾
君
は
作
品
に
よ
つ
て
、
ヷ
ン
・
ダ

イ
ン
を
祖
述
し
た
か
の
観
が
あ
」
り
、「
こ
の
外
に
も
、
ヷ
ン
・
ダ
イ
ン
の

影
響
を
受
け
た
作
家
は
少
く
な
い
と
思
ふ
が
、
浜
尾
君
に
つ
い
で
そ
の
色
彩

の
濃
厚
で
あ
つ
た
の
は
、
初
期
の
小
栗
虫
太
郎（

１１
）君」
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
『
黒
死
館
』
は
「
初
期
の
小
栗
」
の
作
品
だ
が
、
で
は
、
果

た
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
み
ら
れ
る
の
か
。
そ
こ
に
行
く
前
に
、
次
章
で

は
小
栗
及
び
『
黒
死
館
』
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た

先
行
論
を
確
認
し
た
い
。

二
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
―
―
先
行
研
究

ま
ず
、
一
章
で
も
触
れ
た
「
江
戸
川
乱
歩
、
甲
賀
三
郎
に
よ
る
期
待
が
綴

ら
れ
た
記
事
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
前
者
は
「「
猟
奇
耽
異

博
物
館
」
の
驚
く
べ
き
魅
力
に
つ
い
て
」（『
新
青
年
』
一
九
三
四
年
五
月
）

で
、「
こ
の
作
者
程
勇
敢
に
ペ
ダ
ン
ト
リ
イ
に
陶
酔
し
た
も
の
は
、
そ
の
類

例
が
な
」
く
、
そ
れ
が
小
栗
の
作
風
に
お
け
る
「
最
大
の
長
所
で
あ
る
」
と

ペ
ダ
ン
テ
イ
ツ
ク

し
、
同
じ
く
衒
学
的
な
作
風
を
持
つ
作
家
と
し
て
Ｅ
・
Ａ
・
ポ
ー
、
Ｇ
・
Ｋ
・

チ
ェ
ス
タ
ト
ン
、
そ
し
て
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
名
を
挙
げ
、
彼
ら
三
人
を
し

て
も
「
小
栗
君
の
足
元
へ
も
よ
り
つ
け
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
後
者
は

「
昂
奮
を
覚
え
る
」（
同
前
）
で
、
小
栗
の
「
考
証
の
広
さ
は
到
底
ヷ
ン
・

ダ
イ
ン
の
及
ぶ
所
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
い（

１２
）る。

後
に
乱
歩
は
「
日
本
探
偵
小
説
の
系
譜
」（
前
述
）
で
、
単
な
る
類
似
の

指
摘
か
ら
歩
を
進
め
て
、
小
栗
の
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
受
容
の
独
自
性
に
言
及

し
て
い
る
。
乱
歩
は
、
小
栗
の
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
受
容
を
「
浜
尾
四
郎
の
よ

う
な
正
常
な
形
で
は
な
く
て
、き
わ
め
て
奇
怪
な
形
で
」
あ
っ
た
と
総
括
し
、

小
栗
の
場
合
、「
名
探
偵
の
性
格
や
、
謎
の
構
成
、
ペ
ダ
ン
ト
リ
ー
に
至
る

ま
で
、
一
見
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
に
似
て
は
い
た
が
、
よ
く
見
る
と
、
そ
れ
は

ま
る
で
違
つ
た
も
の
で
あ
」
り
、
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
が
「
あ
く
ま
で
合
理
主

義
者
で
あ
つ
た
の
に
反
し
」
て
、「
す
べ
て
に
お
い
て
超
合
理
主
義
で
」、「
謎

解
き
に
狂
人
の
論
理
が
加
味
さ
れ
」
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
乱
歩
は
「
本

格
探
偵
小
説
の
二
つ
の
変
種
に
つ
い
て
」（『
新
青
年
』
一
九
三
四
年
一
一

月
）
で
既
に
、小
栗
の
ト
リ
ッ
ク
は
「
余
り
に
抽
象
的
論
理
の
所
産
に
過
ぎ
、

余
り
に
夢
幻
的
、
非
現
実
的
で
あ
り
、
理
化
学
ト
リ
ツ
ク
の
場
合
で
は
、
余

り
に
御
誂
へ
向
き
な
子
供
つ
ぽ
い
機
構
で
あ
る
為
に
、
具
体
的
記
述
の
照
射

に
耐
へ
得
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
超
合
理
主
義
」、「
狂
人
の

論
理
」
に
直
結
す
る
指
摘
で
あ
る
。
一
方
、
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
ト
リ
ッ
ク

は
合
理
的
な
も
の
な
の
で
、
そ
の
違
い
に
対
し
て
、「
奇
怪
」
を
見
出
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
乱
歩
に
よ
っ
て
小
栗
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
と
の
関
係
が
単
な

る
模
倣
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
こ
れ
と
は
違
っ
た
観
点
か
ら

『
黒
死
館
』
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
と
の
関
係
に
単
純
な
模
倣
以
上
の
も
の
を

見
出
し
た
の
は
、
柘
植
光
彦
、
横
井
司
で
あ
っ
た
。

柘
植
は
「
小
栗
虫
太
郎
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
―
―
怪
奇
―
―
」（『
国
文

学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
七
三
年
二
月
）
に
お
い
て
、「
子
供
五
人
の
相
続
争
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い
で
あ
る
点
、遺
言
で
子
供
た
ち
が
館
か
ら
出
ら
れ
な
い
点
」
な
ど
を
挙
げ
、

「『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
は
、
大
筋
と
し
て
は
『
グ
リ
ー
ン
家
殺
人
事
件
』

の
完
全
な
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
」
り
、「
メ
ー
ン
・
テ
ー
マ
の
親
殺
し
も
」、「
伸

子
は
自
分
を
認
知
し
な
か
っ
た
実
父
を
殺
す
が
、
ア
ダ
は
自
分
を
籍
に
入
れ

た
養
母
を
殺
す
」
と
い
う
点
で
、「
裏
返
し
の
パ
ロ
デ
ィ
」
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
パ
ロ
デ
ィ
と
い
う
の
は
「
既
存
の
作
品
の
（
中
略
）
特
徴

を
模
し
て
、
全
く
別
の
意
図
の
も
と
に
滑
稽
や
風
刺
、
諧
謔
、
教
訓
な
ど
を

目
的
と
し
て
作
り
か
え
た
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
も
の
だ
が
、
柘
植
論

で
は
『
黒
死
館
』
は
『
グ
リ
ー
ン
家
』
に
似
て
い
る
、
と
し
か
述
べ
ら
れ
て

お
ら
ず
、「
滑
稽
や
風
刺
」
等
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
パ
ロ

デ
ィ
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
は
尚
早
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な（

１３
）い。

こ
う
し
た
柘
植
の
指
摘
を
受
け
、
横
井
は
「
語
る
／
語
ら
れ
る
も
の
と
し

て
の
推
理
」（『
現
点
』
八
号
、
一
九
八
八
年
）
で
、『
黒
死
館
』
に
『
ケ
ン

ネ
ル
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
「
影
を
作
品
の
背
後
に
見
出
」

プ
シ
ヒ
ヨ
ア
リ
ナ
ー
ゼ

し
て
お
り
、
ま
た
、
法
水
に
よ
る
「
心
理
分
析
だ
」
と
い
う
宣
言
や
、
第
二

篇
で
田
郷
真
斎
を
算
哲
自
殺
事
件
の
犯
人
に
擬
し
て
恐
喝
し
た
点
が
、「
直

接
証
拠
が
真
犯
人
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
た
め
に
、
仮
定

を
組
み
立
て
た
そ
ば
か
ら
崩
し
て
い
く
『
ベ
ン
ス
ン
殺
人
事
件
』」
で
の

ヴ
ァ
ン
ス
と
マ
ー
カ
ム
と
の
「
や
り
と
り
を
思
い
出
さ
せ（

１４
）る」
と
し
、「
と

す
れ
ば
、
何
も
『
グ
リ
ー
ン
家
殺
人
事
件
』
に
限
る
こ
と
は
な
く
、『
黒
死

館
殺
人
事
件
』
が
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
そ
の
も
の
の
パ
ロ
デ
ィ
だ
と
い
え
な
く

は
な
い
だ
ろ
う
」
と
結
び
、
そ
の
証
拠
と
し
て
小
栗
が
「
フ
ァ
イ
ロ
・
ヴ
ァ

ン
ス
を
揶
揄
す
る
よ
う
な
コ
ン
ト
（
中
略
）（「
オ
ツ
カ
ル
ト
な
可
怖
か
な
く

な
い
話
」『
オ
フ
ェ
リ
ア
殺
し
』
春
秋
社
、
昭
１０
・
８
）」
を
書
い
て
い
る
事

実
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
横
井
論
も
ま
た
、『
黒
死
館
』
に
「
滑
稽

や
風
刺
」
等
が
見
ら
れ
る
か
否
か
を
な
お
ざ
り
に
し
て
お
り
、「
パ
ロ
デ
ィ
」

と
い
う
語
を
不
用
意
に
用
い
て
い
る
の
は
柘
植
論
と
同
様
で
あ
る
。

三
『
黒
死
館
』
の
設
計
図

―
―
『
黒
死
館
殺
人
事
件
』
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
、
再
検
討

本
章
で
は
『
黒
死
館
』
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
下

準
備
と
し
て
、
ま
ず
は
横
井
の
「
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
そ
の
も
の
の
パ
ロ
デ
ィ
」

と
い
う
指
摘
を
手
掛
か
り
に
、『
黒
死
館
』
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
作
品
と
の

比
較
検
討
を
行
な
っ
て
い
く
。
そ
の
際
、『
黒
死
館
』
連
載
開
始
時
を
一
つ

の
区
切
り
と
し
て
、一
九
三
三
年
に
出
た
七
作
目
の
『
ド
ラ
ゴ
ン
殺
人
事
件
』

ま
で
を
比
較
対
象
と
し
た
い
。『
ド
ラ
ゴ
ン
』
は
、
翻（

１５
）訳も
連
載
開
始
前
の

一
月
に
出
て
い
る
が
、
八
作
目
の
『
カ
シ
ノ
殺
人
事
件
』
は
原
著
の
刊
行
が

一
九
三
四
年
九
月
、
翻（

１６
）訳が
一
二
月
な
の
で
、
仮
に
小
栗
が
九
月
の
段
階
で

原
著
を
読
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
時
間
的
に
『
黒
死
館
』
と
関
係
付
け
る
の

は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

比
較
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
『
黒
死
館
』
の
梗
概
を
ま
と
め
て
お
こ

う
。
過
去
に
降
矢
木
当
主
た
る
算
哲
の
奇
怪
な
る
自
殺
を
含
め
、
三
つ
の
動

機
不
明
の
変
死
事
件
が
起
こ
っ
た
黒
死
館
で
、
ま
た
も
殺
人
事
件
が
発
生
す

る
。
ダ
ン
ネ
ベ
ル
グ
殺
害
の
知
ら
せ
を
受
け
て
館
に
赴
い
た
法
水
ら
は
、
事

件
解
明
に
動
き
出
す
の
だ
が
、
続
け
て
給
仕
長
の
川
那
部
易
介
の
死
体
と
、

凶
器
を
握
っ
た
ま
ま
失
神
し
て
い
る
紙
谷
伸
子
が
発
見
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

館
の
調
査
、
住
人
ら
へ
の
訊
問
が
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
訊
問
の
中
で
法
水
は

詩
句
の
解
釈
を
駆
使
し
て
、
心
理
を
分
析
し
、
館
か
ら
消
え
た
押
鐘
津
多
子

の
存
在
を
看
破
し
て
、
そ
の
所
在
を
も
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
で
事
件
の
一
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日
目
が
終
わ
る
。
二
日
目
、
法
水
は
ク
リ
ヴ
ォ
フ
を
犯
人
と
し
て
指
摘
す
る

も
、
彼
女
が
狙
撃
さ
れ
、
重
症
を
負
っ
た
こ
と
で
こ
の
説
は
取
り
下
げ
ら
れ

る
。
そ
の
後
も
調
査
は
続
き
、
法
水
は
襲
撃
の
件
を
彼
女
の
自
作
自
演
だ
と

推
理
す
る
こ
と
で
、
再
び
ク
リ
ヴ
ォ
フ
犯
人
説
を
提
出
す
る
。
と
こ
ろ
が
彼

女
は
演
奏
会
場
で
殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
も
こ
の
説
は
敗
れ
去
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
後
、
演
奏
会
場
に
姿
の
見
え
な
か
っ
た
レ
ヴ
ェ
ズ
の
行
方
が
捜

索
さ
れ
、
彼
も
ま
た
死
体
で
発
見
さ
れ
る
。
法
水
に
よ
っ
て
今
度
は
降
矢
木

旗
太
郎
が
犯
人
に
指
摘
さ
れ
る
も
、
翌
日
に
は
、
紙
谷
伸
子
が
射
殺
さ
れ
て

し
ま
う
。
法
水
は
、
彼
女
の
葬
儀
の
場
で
、
い
よ
い
よ
最
後
の
推
理
を
述
べ

る
。
彼
女
の
死
は
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
た
自
殺
で
あ
り
、
犯
人
は
伸
子
で
あ
っ

た
。さ

て
、『
グ
リ
ー
ン
家
』
と
の
比
較
論
は
既
に
紹
介
し
た
が
、『
僧
正
』
に

関
し
て
も
、
柘
植
や
、
高
山
宏
（「
法
水
が
殺
す
」『
ユ
リ
イ
カ
』
一
九
八
七

年
九
月
）
が
、
見
立
て
殺
人
と
い
う
趣
向
に
影
響
を
見
出
し
て
い
る
。
他
に

も
う
一
つ
、『
僧
正
』
に
関
し
て
は
興
味
深
い
趣
向
の
類
似
が
あ
る
の
で
、

ま
ず
は
そ
れ
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
書
物
に
犯
人
の
名
前
が
記

載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。

梗
概
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
法
水
が
初
め
て
犯
人
を
名
指
し
し
た
の
は
、

事
件
二
日
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
五
篇
に
お
い
て
、
法
水
は
「
被
害
者
の

名
も
、
犯
人
の
名
も
」「
リ
ユ
ツ
エ
ル
ン
役
の
戦
歿
者
中
に
現
は
れ
て
ゐ
る
」

と
語
り
出
し
、あ
る
本
の
「
終
末
に
近
い
頁
を
指
し
示
」
す
。そ
こ
に
は
「
軽

騎
兵
ニ
コ
ラ
ス
・
ブ
ラ
ー
エ
」
に
よ
っ
て
狙
撃
さ
れ
た
者
が
リ
ス
ト
化
さ
れ

て
お
り
、
ダ
ン
ネ
ベ
ル
グ
、
セ
レ
ナ
、
レ
ヴ
ェ
ズ
の
名
（
黒
死
館
の
楽
師
達

と
同
名
）
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
法
水
は
ニ
コ
ラ
ス
・
ブ
ラ
ー
エ

の
本
名
が
ク
リ
ヴ
ォ
フ
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
彼
女
が
こ
の
事
件
の
犯
人

で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

一
方
、『
僧
正
』
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ラ
ー
ド
が
、
連
続
殺
人
犯
「
僧
正
」

の
正
体
は
養
子
の
ア
ー
ネ
ッ
ソ
ン
で
あ
る
と
、
イ
プ
セ
ン
の
本
を
用
い
て
仄

め
か
し
た
直
後
の
場
面
を
見
て
み
よ
う
。
仄
め
か
し
を
察
知
し
た
ヴ
ァ
ン
ス

プ
レ
テ
ン
ダ
ー
ス

キ

ヤ

ス

ト

は
、
イ
プ
セ
ン
の
「「
僣
奪
者
」
の
（
中
略
）
登
場
人
物
」
を
指
し
示
す
の

ビ
シ
ヨ
ツ
プ

だ
が
、
そ
こ
に
は
「
ニ
コ
ラ
ス
・
ア
ー
ネ
ッ
ソ
ン

オ
ス
ロ
ー
の
僧
正
」（
武

田
晃
訳
『
僧
正
殺
人
事
件
』
改
造
社
、
一
九
三
〇
年
九
月
）
と
記
さ
れ
て
い

た
。「
僧
正
」
と
い
う
自
称
は
つ
ま
り
イ
プ
セ
ン
を
好
む
ア
ー
ネ
ッ
ソ
ン
が

こ
こ
か
ら
採
っ
た
も
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
書
物
に
犯
人
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
趣
向
も

『
僧
正
』
に
原
型
が
見
い
だ
せ
る
。た
だ
し
、四
人
の
楽
師
達
は
、実
は
「
犯

罪
素
質
遺
伝
説
」
の
実
験
の
た
め
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
の
だ
が
、
た
だ
一
人

「
遺
伝
素
質
」
の
な
い
ク
リ
ヴ
ォ
フ
に
は
あ
え
て
暗
殺
者
の
名
前
が
付
け
ら

れ
た
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
り
、
彼
女
は
犯
人
で
は
な
か
っ
た
。『
僧
正
』

に
お
い
て
も
、
こ
れ
は
ア
ー
ネ
ッ
ソ
ン
を
犯
人
に
陥
れ
よ
う
と
す
る
真
犯
人

デ
ィ
ラ
ー
ド
の
詭
計
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
両
方
と
も
記
載
さ
れ
て
い
た
人

物
が
真
犯
人
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
も
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
相
違

は
、
探
偵
が
そ
れ
を
ど
う
受
け
取
っ
た
か
に
あ
り
、
法
水
が
ク
リ
ヴ
ォ
フ
を

犯
人
だ
と
見
な
し
た
の
に
対
し
て
、
ヴ
ァ
ン
ス
は
こ
れ
を
デ
ィ
ラ
ー
ド
の
策

略
だ
と
見
抜
き
、
犯
人
が
彼
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
は

重
要
で
あ
る
。

続
い
て
、『
ベ
ン
ス
ン
』、『
カ
ナ
リ
ヤ
』
と
の
比
較
に
移
る
。
横
井
も
言

及
し
て
い
る
第
五
篇
、
ク
リ
ヴ
ォ
フ
を
犯
人
に
指
摘
し
た
直
後
の
法
水
の

プ
シ
ヒ
ヨ
ア
ナ
リ
ー
ゼ

「
心
理
的
分
析
だ
」
と
い
う
宣
言
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、

ヴ
ァ
ン
ス
が
『
ベ
ン
ス
ン
』
に
お
い
て
、
犯
罪
探
求
に
必
要
な
の
は
「
犯
罪
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の
心
理
的
動
因
の
分
析
と
そ
の
個
人
へ
の
適
用
」
で
あ
り
、「
た
つ
た
一
つ

の
真
実
な
手
が
ゝ
り
は
心
理
的
な
も
の
で
あ
」（
松
本
正
雄
訳
『
世
界
探
偵

小
説
全
集

第
二
十
巻
』
平
凡
社
、
一
九
三
〇
年
一
二（

１７
）月）
る
と
主
張
す
る

よ
う
な
、
彼
の
手
法
で
あ
る
。
ま
た
、『
カ
ナ
リ
ヤ
』
で
も
、
そ
の
手
法
は

存
分
に
発
揮
さ
れ
、
物
語
終
盤
、
ヴ
ァ
ン
ス
は
容
疑
者
達
と
の
ポ
ー
カ
ー
に

よ
っ
て
心
理
を
分
析
し
、
そ
の
結
果
か
ら
、
鉄
壁
の
ア
リ
バ
イ
が
あ
る
か
に

見
え
た
人
物
を
犯
人
で
あ
る
と
看
破
す
る
。
物
理
的
に
不
可
能
で
は
な
い
か

と
の
説
に
対
し
、
ヴ
ァ
ン
ス
は
「
物
的
事
実
と
心
理
的
事
実
が
矛
盾
す
る
場

合
は
、
間
違
つ
て
ゐ
る
の
は
前
者
」（
平
林
初
之
輔
訳
『
世
界
探
偵
小
説
全

集

第
十
九
巻
』
平
凡
社
、
一
九
三
〇
年
一
月
）
だ
と
動
じ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、「
心
理
的
事
実
」
の
「
物
的
事
実
」
に
対
す
る
優
位
が
、

二
作
の
主
題
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、『
黒
死
館
』
に
お
い
て
も
ま
た
、
詩
歌

の
唱
え
合
い
―
―
「
唱
合
戦
」
に
よ
る
心
理
分
析
が
多
用
さ
れ
る
な
ど
、
心

理
分
析
に
よ
り
犯
人
を
割
り
出
す
手
法
は
、
法
水
の
宣
言
が
端
的
に
表
す
よ

う
に
確
信
の
下
に
推
進
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
心
理
分
析
に
関
し
て
更
に
踏
み
込
む
と
、
今
度
は
『
カ
ブ
ト
虫
殺

人
事
件
』
の
影
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
法
水
に
よ
れ
ば
、
訊
問
に
お
け

る
詩
歌
の
引
用
は
、「
詩
語
に
は
、
特
に
強
烈
な
聯
合
作
用
が
現
は
れ
る
」

セ
オ
リ
イ

と
い
う
「
仮
説
」
を
「
殺
人
事
件
の
心
理
試
験
に
」（
第
四
篇
）
応
用
し
た

も
の
で
、
極
め
て
戦
略
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
戦
果
と
し
て
、
津
多
子

の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
梗
概
で
も
触
れ
た
が
、
当
該
箇
所
で
、

法
水
は
詩
句
の
言
い
間
違
い
か
ら
巧
み
に
心
理
を
分
析
し
て
い
る
。

ウ
イ
ズ
・

訊
問
に
お
い
て
法
水
が
、
詩
句
の
一
節
を
引
用
す
る
と
、
真
斎
は
「
三
た

ヒ
ケ
イ
ツ
・
バ
ン
・
ス
ラ
イ
ス
・
プ
ラ
ス
デ
ツ
ド
・
ス
ラ
イ
ス
・
イ
ン
フ
エ
ク
テ
ツ
ド

び
魔
女
の
呪
詛
に
萎
れ
毒
気
に
染
み
ぬ
る
」（
第
四
篇
）で
応
え
た
が
、
彼
は

ス
ラ
イ
ス

「
三
た
び
以
後
の
韻
律
を
失
」
い
、し
か
も
「Ban

とthrice

と
を
合
せ
」、

「
そ
のBanthrice

を
口
に
し
た
時
に
」
顔
色
を
失
う
。
こ
の
理
由
を
法
水

は
、「Banthrice

が
、Banshee

（
ヘ
カ
テ
伝
説
に
あ
る
告
死
婆
―
―
原

注
）」
の
よ
う
に
響
く
か
ら
だ
と
分
析
す
る
。
続
い
て
、
法
水
に
よ
る
詩
句

ゼ
ツ
ヒ
・
シ
ユ
タ
ン
ペ
ル
・
シ
ユ
レ
ツ
ケ
ン
・
ゲ
エ
ト
・
ド
ウ
ル
ヒ
・
マ
イ
ン
・
ゲ
バ
イ
ン

の
引
用
に
対
し
、「
短
剣
の
刻
印
に
吾
身
は
慄
え
戦
き
ぬ
」
で
応
え
た

ゼ
ツ
ヒ
・
シ
ユ
テ
ム
ペ
ル

セ
レ
ナ
が
、「sech

（
短
剣
）と
云
ふ
と
狼
狽
の
色
」
を
見
せ
、「
短
剣
の
刻
印
」

の
「sech

とStem
pel

（
刻
印
）
の
間
に
不
必
要
な
休
止
を
置
い
た
」
こ

と
を
問
題
に
し
、
そ
れ
は
、「Sechs

tem
pel

（
六
つ
の
宮
）
と
響
く
の
を

懼
れ
た
か
ら
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
「
六
つ
目
の
神
殿
に
入
る
と
、

入
つ
た
人
間
の
姿
は
再
び
見
ら
れ
な
い
」
か
ら
で
あ
り
、
以
上
二
人
の
反
応

か
ら
、
法
水
は
館
か
ら
消
え
た
六
人
目
が
津
多
子
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。

一
方
、『
カ
ブ
ト
虫
』
だ
が
、
被
害
者
の
甥
で
あ
る
ソ
ル
ヴ
ィ
タ
ー
が
自

身
の
行
動
を
証
言
す
る
場
面
に
注
目
し
た
い
。
ヴ
ァ
ン
ス
は
、
こ
こ
で
彼
の

証
言
が
偽
証
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
き
、
さ
ら
に
そ
の
偽
証
を
も
と
に
心
理
を

分
析
し
、
彼
の
行
動
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ソ
ル
ヴ
ィ
タ
ー
は
翻
訳
を
行
っ
て
い
た
と
証
言
す
る
が
、
ヴ
ァ
ン
ス
に
嘘

を
見
破
ら
れ
、
手
紙
を
書
い
て
い
た
と
証
言
を
翻
す
。
だ
が
、
彼
は
そ
の
内

容
ま
で
は
明
か
さ
な
い
。
そ
こ
で
ヴ
ァ
ン
ス
は
、
彼
の
つ
い
た
嘘
で
あ
る
、

ア
ン
ケ
ツ
ト

ワ
シ
ユ

テ

マ

翻
訳
を
試
み
た
と
い
う
三
つ
の
言
葉
、「A

nkhet

」、「w
ash

」、「tem
a

」

（
森
下
雨
村
・
山
本
不
二
共
訳
『
甲
蟲
殺
人
事
件
』
新
潮
社
、
一
九
三
一
年

一
二
月
）
か
ら
推
理
す
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
エ
ジ
プ
ト
語
の
あ
り
ふ
れ

ア
ン
ク

ワ

ス

た
三
つ
の
言
葉
か
ら
来
た
も
の
で
、「『
生
者
』
が
君
の
『
幸
福
』
又
は
『
好

テ

ム

運
』
を
妨
げ
て
ゐ
る
と
い
う
事
を
記
し
、さ
ら
に
こ
の
状
態
が
『
終
る
べ
き
』

だ
と
い
ふ
願
望
を
付
け
加
へ
」
た
内
容
の
手
紙
を
書
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
心
理
分
析
は
分
析
の
も
と
と
な
っ
た
言
説
が
、
詩

句
か
エ
ジ
プ
ト
語
で
あ
る
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
と
っ
さ
に
出
て
き
た

ペ
ダ
ン
テ
イ
ツ
ク

言
説
か
ら
、
し
か
も
衒
学
的
な
言
説
か
ら
心
理
を
分
析
す
る
と
い
う
点
で
、

殆
ど
同
じ
手
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。つ
ま
り
、あ
の
「
唱

合
戦
」
も
ま
た
、
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
作
品
を
原
型
と
し
た
趣
向
で
あ
る
と
言

え
る
の
で
あ
る
。

心
理
分
析
の
場
面
が
『
カ
ブ
ト
虫
』
の
影
響
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
も
、『
黒
死
館
』
を
語
る
に
当
た
っ
て
『
カ
ブ
ト
虫
』
の
影

響
は
看
過
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
全
体
の
構
造

に
も
影
響
が
見
て
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
構
造
と
は
、
通
常
の
探
偵
小

説
の
形
式
を
逆
転
し
た
構
造
で
あ
る
。

『
黒
死
館
』
に
お
け
る
犯
人
伸
子
は
複
数
の
事
件
で
「
完
全
に
情
況
証
拠

の
網
の
中
に
あ
」（
第
八
篇
）
り
、
早
く
か
ら
、
し
か
も
何
度
も
支
倉
、
熊

城
ら
か
ら
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
そ
の
都
度
法
水
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
る
。

第
六
篇
中
の
、
ク
リ
ヴ
ォ
フ
狙
撃
後
の
訊
問
で
「
自
分
の
不
在
証
明
を
立
て

る
事
が
出
来
な
」
い
伸
子
は
逮
捕
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
、
法
水
は
そ
れ
を
引

き
止
め
て
し
ま
う
。
そ
の
後
再
び
ク
リ
ヴ
ォ
フ
が
襲
撃
さ
れ
殺
害
さ
れ
る
や

彼
女
へ
の
疑
惑
は
い
よ
い
よ
濃
く
な
る
が
、
し
か
し
「
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
あ

チ
ゴ
イ
ネ
ル
・
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

ん
な
賤
民
の
娘
が
、
ど
う
し
て
、
こ
の
宮
廷
陰
謀
の
立
役
者
な
も
ん
か
」

（
第
八
篇
）
と
法
水
は
ま
た
も
こ
れ
を
退
け
て
し
ま
う
。
結
局
、
法
水
が
真

相
を
述
べ
る
の
は
、
彼
女
が
自
殺
を
し
た
後
の
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

『
カ
ブ
ト
虫
』
に
お
い
て
も
ま
た
、
カ
イ
ル
殺
害
の
現
場
に
は
、
犯
人
ブ

リ
ス
博
士
の
不
利
に
な
る
よ
う
な
証
拠
が
露
骨
な
ほ
ど
ば
ら
撒
か
れ
て
い

る
。
し
か
し
ヴ
ァ
ン
ス
は
、
犯
人
が
自
ら
の
不
利
に
な
る
証
拠
を
た
く
さ
ん

残
し
て
お
く
は
ず
が
な
い
と
述
べ
、逮
捕
に
対
し
て
待
っ
た
を
か
け
続
け
る
。

と
こ
ろ
が
物
語
終
盤
、
ヴ
ァ
ン
ス
は
、
ブ
リ
ス
が
犯
人
で
あ
る
と
「
昨
日
の

朝
博
物
館
へ
入
つ
て
か
ら
五
分
と
経
た
ぬ
う
ち
に
僕
に
は
解
つ
た
」、「
少
く

と
も
怪
し
ま
れ
た
」
と
言
っ
て
の
け
る
。
ヴ
ァ
ン
ス
は
、「
彼
に
罪
が
な
い

な
ど
ゝ
云
つ
た
事
も
一
度
も
な
い
」
は
ず
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
で
は
何
故

逮
捕
を
阻
ん
だ
か
と
い
え
ば
、
ば
ら
撒
か
れ
た
証
拠
に
は
全
て
抗
弁
が
用
意

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
抗
弁
で
無
罪
を
獲
得
す
る
こ
と
が
ブ
リ
ス
の
目
論
見
で

あ
る
と
見
抜
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
ス
は
彼
を
有
罪
に
結
び
つ
け
る

証
拠
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
彼
の
逮
捕
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
両
作
品
と
も
、
ワ
ト
ス
ン
役
が
早
く
に
目
星
を
つ
け
た
、
物

的
証
拠
な
ど
の
点
か
ら
最
も
疑
わ
し
い
人
物
が
実
際
に
犯
人
で
あ
っ
た
の
だ

が
、
探
偵
は
解
決
に
至
る
ま
で
こ
れ
を
否
定
し
続
け
る
と
い
う
類
似
し
た
骨

格
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
僧
正
』
と
の
比
較
で
指
摘
し
た

よ
う
な
、
探
偵
が
真
相
を
見
抜
い
て
い
た
か
否
か
と
い
う
違
い
は
こ
こ
に
も

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、『
黒
死
館
』
と
違
っ
て
『
カ
ブ
ト
虫
』
で

は
、
探
偵
は
真
相
を
知
り
つ
つ
も
、
あ
え
て
迂
回
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

残
る
比
較
検
討
の
対
象
は
『
ド
ラ
ゴ
ン
殺
人
事
件
』
の
み
だ
が
、
こ
の
作

品
か
ら
の
影
響
は
端
的
に
、
犯
人
を
比
喩
す
る
「
ド
ラ
ゴ
ン
」
の
用
法
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

訊
問
で
伸
子
は
「
顔
の
右
側
に
、
打
ち
衝
つ
て
来
た
も
の
が
あ
」（
第
六

ド
ラ
ゴ
ン

篇
）
っ
た
と
証
言
す
る
。
熊
城
は
そ
れ
は
誰
か
と
問
う
が
、「
化
竜
」
に
近

づ
く
の
は
真
平
だ
と
、
伸
子
は
証
言
を
拒
否
す
る
。
ま
た
、
第
八
篇
で
犯
人

ド
ラ
ゴ
ン

に
擬
さ
れ
た
旗
太
郎
は
、
法
水
に
対
し
、「
こ
の
事
件
の
恐
龍
と
云
ふ
の
は
、

取
り
も
直
さ
ず
貴
方
の
事
だ
」
と
の
言
葉
を
吐
く
。
そ
し
て
、
レ
ヴ
ェ
ズ
の

死
体
の
咽
喉
に
印
さ
れ
て
い
た
「
父
の
指
痕
」
に
対
し
、「
あ
の
恐
龍
の
爪

ド
ラ
ゴ
ン

痕
は
、
一
体
貴
方
の
分
身
な
の
で
す
か
」
と
続
け
て
い
る
。
前
者
の
「
化
竜
」
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ド
ラ
ゴ
ン

は
明
ら
か
に
犯
人
を
比
喩
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
「
恐
龍
」
も
、
咽
喉

に
残
さ
れ
た
拇
指
痕
は
死
ん
だ
は
ず
の
算
哲
の
も
の
と
同
一
で
あ
り
、
そ
れ

を
法
水
の
仕
業
な
の
か
と
問
う
の
だ
か
ら
、こ
ち
ら
も
犯
人
扱
い
に
等
し
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
ド
ラ
ゴ
ン
』
で
は
、
現
場
に
残
さ
れ
た
足
跡
、
死
体

の
発
見
さ
れ
た
場
所
、
死
体
の
状
況
等
が
、
伝
承
上
の
生
物
で
あ
る
ド
ラ
ゴ

ン
に
よ
る
襲
撃
を
思
わ
せ
、
マ
チ
ル
ダ
・
ス
タ
ム
の
述
べ
る
「
狂
龍
説
」（
伴

ド
ラ
ゴ
ン

大
矩
訳
『
狂
龍
殺
人
事
件
』
日
本
公
論
社
、
一
九
三
四
年
一
月
）
が
、
説
得

力
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。『
黒
死
館
』
に
お
け
る
「
ド
ラ
ゴ
ン
」
の

使
用
は
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う（

１８
）か。
で
あ
る
な
ら
ば
、

『
黒
死
館
』
に
お
け
る
小
栗
の
目
論
見
は
、『
ベ
ン
ス
ン
』
か
ら
『
ド
ラ
ゴ

ン
』
ま
で
の
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
全
長
編
作
品
を
『
黒
死
館
』
に
関
係
付
け

る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四

戯
画
と
し
て
の
法
水
麟
太
郎

本
章
で
は
い
よ
い
よ
『
黒
死
館
』
と
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
関
係
の
「
性
質
」

に
関
し
て
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
鍵
と
な
る
の
は
法
水
の
造
形
で
あ
る
。

事
件
の
解
決
ま
で
に
法
水
は
二
度
ク
リ
ヴ
ォ
フ
を
犯
人
と
し
て
指
摘
し
、

一
度
目
は
彼
女
が
狙
撃
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
度
目
は
刺
殺
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
二
度
の
「
退
軍
」
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。『
黒
死
館
』
で
の

法
水
は
確
か
に
誤
謬
を
犯
し
、
迷
走
す
る
探
偵
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
る
前
に
、
ま
ず
は
、
探
偵
の
誤
謬
が
描
か
れ
た
作
品
の
系
譜
を
ま

と
め
て
お
こ
う
。

探
偵
の
誤
謬
は
、
探
偵
小
説
の
最
初
の
長
編
と
言
わ
れ
る
エ
ミ
ー
ル
・
ガ

ボ
リ
オ
の
『
ル
ル
ー
ジ
ュ
事
件
』（
一
八
六
六
年
）
に
お
い
て
早
く
も
見
ら

れ
、
例
え
ば
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
の
ホ
ー
ム
ズ
シ
リ
ー
ズ
の
中
に
も
「
黄
色
い

顔
」（
一
八
九
三
年
）
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
主
題
の
作
品
が
存
在
す
る
。
時

代
が
下
り
、
小
栗
が
活
躍
し
た
時
期
周
辺
に
な
る
と
、
様
々
な
作
家
が
探
偵

の
誤
謬
に
よ
っ
て
探
偵
の
相
対
化
を
試
み
始
め
て
い
て
、
例
え
ば
ア
ン
ト
ニ

イ
・
バ
ー
ク
リ
ー
の
『
レ
イ
ト
ン
・
コ
ー
ト
の
謎
』（
一
九
二
五
年
）
や
、

エ
ラ
リ
ー
・
ク
イ
ー
ン
の
『
ギ
リ
シ
ャ
棺
の
謎
』（
三
二
年
）
な
ど
は
そ
の

典
型
例
で
あ
る
。こ
う
し
た
世
界
的
規
模
の
探
偵
の
相
対
化
の
試
み
の
中
で
、

『
黒
死
館
』
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
徹
底
し
た
探
偵
の
戯
画
化
に
あ
っ

た
。先

述
の
通
り
、
法
水
は
事
件
を
解
決
す
る
ま
で
の
過
程
で
少
な
く
と
も
二

度
、
決
定
的
な
過
ち
を
犯
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
最
初
の
過
ち
に
着
目
し

て
み
る
と
、
ま
ず
は
、
法
水
が
心
理
分
析
に
よ
り
間
違
え
る
探
偵
と
し
て
造

形
さ
れ
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
。

第
五
篇
で
、書
物
に
犯
人
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
、ク
リ
ヴ
ォ

フ
を
犯
人
と
し
て
指
摘
し
た
後
に
、
法
水
は
ま
た
も
詩
句
に
よ
る
心
理
分
析

か
ら
、
ダ
ン
ネ
ベ
ル
グ
殺
害
事
件
当
夜
に
お
け
る
ク
リ
ヴ
ォ
フ
の
行
動
を
推

理
し
、彼
女
の
証
言
を
詩
集
中
の
表
現
か
ら
の
連
想
に
よ
る
創
作
だ
と
し（

１９
）た。

こ
う
し
て
ク
リ
ヴ
ォ
フ
の
証
言
を
分
析
し
、
己
の
勝
利
を
確
信
し
た
法
水
は

プ
シ
ヒ
ヨ
ア
ナ
リ
ー
ゼ

「
心
理
分
析
だ
」
と
い
う
例
の
台
詞
を
言
い
放
ち
、
事
件
の
解
決
を
宣
言
す

る
。
し
か
し
そ
れ
も
、
直
後
に
彼
女
が
狙
撃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
瞬
で

崩
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
「
法
水
の
歴
史
的
退
軍
」
の
全
容
だ
が
、
そ
の

よ
う
に
彼
を
敗
北
さ
せ
た
の
は
心
理
分
析
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

前
章
に
お
け
る
『
カ
ブ
ト
虫
』
と
の
比
較
の
際
、法
水
が
伸
子
犯
人
説
を
、

チ
ゴ
イ
ネ
ル
・
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

「
賤
民
の
娘
」
に
は
相
応
し
く
な
い
と
し
て
退
け
て
い
る
こ
と
は
既
に
述

べ
た
が
、『
ベ
ン
ス
ン
』
で
語
ら
れ
る
ヴ
ァ
ン
ス
の
探
偵
法
の
核
心
―
―
「
美
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術
の
鑑
定
家
が
、
一
つ
の
絵
画
を
解
剖
し
て
、
そ
の
作
者
、
作
者
の
個
性
と

性
質
を
告
げ
得
る
や
う
に
、
心
理
学
の
専
門
家
も
、
一
つ
の
犯
罪
を
分
析
し

て
何
者
が
そ
の
犯
罪
を
な
し
た
か
を
告
げ
得
る
」
―
―
か
ら
言
え
ば
、「
作

者
」
で
あ
る
伸
子
に
対
し
て
「
絵
画
」
を
描
き
得
な
い
と
い
う
誤
信
を
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
、
心
理
分
析
に
よ
る
致
命
的
な

誤
謬
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
法
水
は
、
心
理
分
析
に
よ
っ
て
確
か
に
数
々
の
事
実
を
明
ら

か
に
し
て
は
い
る
も
の
の
、
肝
心
の
犯
人
の
推
理
に
は
失
敗
す
る
探
偵
と
し

て
造
形
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
法
水
は
ヴ
ァ
ン
ス
と

対
称
的
な
造
形
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
は
ま
さ
に
『
黒
死

館
』
が
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
の
本
来
の
意
味
で
の
「
パ
ロ
デ
ィ
」
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
証
拠
で
あ
る
と
言
え
る
。

心
理
分
析
に
よ
る
誤
謬
は
法
水
が
ヴ
ァ
ン
ス
の
戯
画
と
し
て
造
形
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
、
以
下
に
例
証
す
る
飛
躍
的
な

言
辞
や
捏
造
に
よ
る
恫
喝
等
に
お
い
て
は
、
戯
画
化
の
対
象
は
探
偵
と
い
う

存
在
そ
の
も
の
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

例
え
ば
、
第
二
篇
で
法
水
は
黙
示
図
の
読
解
に
際
し
、
天
体
の
運
動
を
援

用
す
る
が
、
こ
れ
を
聞
い
た
久
我
鎮
子
は
「
莫
迦
な
理
学
生
の
話
を
憶
ひ
出

し
」
た
と
嘲
笑
し
、
熊
城
も
「
ま
る
で
狂
人
に
な
る
や
う
な
話
」
だ
と
皮
肉

を
返
す
。
あ
ま
つ
さ
え
、
基
本
的
に
は
法
水
を
誉
め
そ
や
す
「
筆
者
」
で
す

ら
、
法
水
の
発
言
を
、「
宛
が
ら
狂
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
」
た
と

評
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
法
水
は
巧
み
な
論
理
展
開
に
よ
っ
て
辻
褄
合

わ
せ
を
し
て
み
せ
る
が
、
そ
の
辻
褄
合
わ
せ
の
能
力
が
脅
迫
行
為
に
も
転
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
目
を
向
け
た
時
に
、
法
水
の
探
偵
行
為
は
相
当

に
胡
乱
な
代
物
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
す
る
の
で
あ
る
。

法
水
は
容
疑
者
と
の
駆
け
引
き
に
お
い
て
、
度
々
脅
迫
的
な
言
辞
を
用
い

て
い
る
が
、そ
の
中
で
も
、第
二
篇
に
お
い
て
真
斎
に
対
し
て
仕
掛
け
た
「
生

理
拷
問
」
と
、
第
七
編
に
お
け
る
レ
ヴ
ェ
ズ
と
の
対
決
に
見
ら
れ
た
言
辞
に

注
目
し
た
い
。
前
者
は
過
去
に
起
こ
っ
た
算
哲
の
変
死
を
真
斎
の
手
に
よ
る

も
の
だ
と
し
、
後
者
は
一
連
の
事
件
は
恋
愛
関
係
（
遺
産
相
続
の
権
利
が
剥

奪
さ
れ
る
条
件
の
一
つ
）
が
動
機
で
、
レ
ヴ
ェ
ズ
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
も

の
だ
と
し
て
、い
ず
れ
も
本
人
を
追
及
す
る
場
面
な
の
だ
が
、こ
れ
ら
は
「
整

然
た
る
条
理
」（
第
二
篇
、
第
七
篇
）
で
捏
造
さ
れ
た
物
語
（
推
理
）
に
よ

る
恫
喝
で
あ
っ
た
。
無
論
こ
れ
ら
は
事
件
解
決
の
た
め
と
い
う
大
義
名
分

あ
っ
て
の
行
為
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
と
は
言
え
、
物
語
を
捏
造
し
て
ま
で

恫
喝
す
る
法
水
の
強
引
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。捏
造
の
被
害
者
達
も
口
々
に
、

彼
の
捜
査
法
が
危
険
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
て
、レ
ヴ
ェ
ズ
は
、

法
水
こ
そ
が
「
こ
の
事
件
の
悪
霊
」
だ
と
吐
き
捨
て
て
い
る
し
、『
ド
ラ
ゴ

ン
』
と
の
比
較
の
際
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
旗
太
郎
も
同
様
に
、
法
水
こ
そ

が
事
件
に
お
け
る
最
悪
の
存
在
な
の
だ
と
彼
を
罵
っ
て
い
る
。

『
黒
死
館
』
に
お
い
て
は
、
探
偵
の
誤
謬
に
よ
っ
て
、
推
理
と
い
う
行
為

が
相
対
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
、
推
理
行
為
へ

の
冒
涜
以
外
の
何
物
で
も
な
い
、
捏
造
に
よ
る
恫
喝
と
い
う
法
水
の
不
当
な

捜
査
法
に
よ
っ
て
、
探
偵
の
捜
査
行
為
も
ま
た
相
対
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
作
は
捜
査
、
推
理
を
合
わ
せ
た
探
偵
行

為
そ
の
も
の
を
相
対
化
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
パ
ロ
デ
ィ
ッ
ク
な
方
法
で

事
件
に
取
り
組
む
法
水
は
、
探
偵
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
の
戯
画
と
し
て
造

形
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

レ
ヴ
ェ
ズ
と
の
対
決
が
描
か
れ
た
第
七
篇
の
最
後
に
、
法
水
は
二
度
目
の

「
退
軍
」
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
篇
が
、「
法
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水
は
遂
に
逸
せ
り
⁉
」
と
題
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、『
黒
死
館
』
に
お
け
る

法
水
が
探
偵
そ
の
も
の
の
戯
画
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
示

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
黒
死
館
』
に
お
け
る
探
偵
の
誤
謬
は
、
捏
造
さ
れ
た
物

語
（
推
理
）
に
よ
る
恫
喝
と
一
体
に
な
っ
て
、
探
偵
行
為
乃
至
は
探
偵
の
戯

画
化
に
向
か
っ
て
作
用
し
て
い
る
。
心
理
分
析
で
の
失
敗
は
、
法
水
が
ヴ
ァ

ン
ス
の
戯
画
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
戯
画

化
の
対
象
は
ヴ
ァ
ン
ス
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
探
偵
の
誤
謬
や
、
恫
喝
に
よ
る

探
偵
行
為
の
相
対
化
に
よ
っ
て
、
探
偵
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
に
ま
で
及
ん

で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

五

諧
謔
と
風
刺

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、『
黒
死
館
』
が
高
い
批
判
性
、
ひ

い
て
は
自
己
批
判
性
を
も
備
え
た
戦
闘
的
な
作
品
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た（

２０
）が、『
黒
死
館
』
の
目
論
ん
だ
こ
と
は
こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。

『
黒
死
館
』
で
は
、
何
度
も
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
と
そ
の
作
品
に
言
及
さ
れ

る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
三
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
密
か
に
彼
の
作
品
は
取

り
込
ま
れ
て
も
い
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
二
通
り
の
関
係
が
テ
ク
ス
ト
に
お

い
て
果
た
し
て
い
る
機
能
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

明
示
さ
れ
た
関
係
に
は
誰
も
が
気
付
く
が
、
隠
さ
れ
た
方
は
そ
う
は
い
か

な
い
。
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
を
読
み
込
ん
だ
者
の
み
が
、
気
付
く
の
で
あ
る
。

明
示
さ
れ
た
関
係
は
上
記
の
よ
う
な
特
定
の
読
者
の
た
め
の
、
隠
さ
れ
た
関

係
発
見
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
黒
死
館
』
に
は
度
々
「
読
者
諸
君
」
に
対
し
て
謎
を
強
調
し
、
解
決
を

促
す
語
り
が
挿
入
さ
れ
る（

２１
）が、
こ
の
よ
う
な
読
者
と
の
関
わ
り
方
は
、
ヴ
ァ

ン
・
ダ
イ
ン
作
品
と
の
対
応
に
ど
こ
ま
で
気
付
く
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う

問
い
か
け
に
も
一
貫
し
て
い
る
。『
黒
死
館
』
は
読
者
に
挑
戦
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
と
の
様
々
な
つ
な
が
り
や
、

本
論
の
四
章
で
確
認
し
た
ヴ
ァ
ン
ス
お
得
意
の
心
理
分
析
を
用
い
て
の
失
敗

な
ど
を
見
て
も
、『
黒
死
館
』
に
お
け
る
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
へ
の
意
識
は
非

常
に
高
度
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
て
い
る
こ
と
が
結
論
さ
れ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、『
黒
死
館
』
に
お
け
る
批
判
精
神
に
裏
打
ち
さ

れ
た
数
々
の
趣
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ク
イ
ズ
仕
立
て
で
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ

ン
へ
の
傾
倒
を
伺
わ
せ
つ
つ
も
、
ヴ
ァ
ン
ス
の
方
法
を
風
刺
的
に
描
く
こ
と

で
、
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
を
相
対
化
し
て
み
せ
、
そ
し
て
同
時
に
、
パ
ロ
デ
ィ

化
さ
れ
た
探
偵
行
為
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
探
偵
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
を

も
相
対
化
し
、
時
と
し
て
自
己
批
判
の
領
域
へ
す
ら
踏
み
込
も
う
と
す
る

―
―
『
黒
死
館
』
は
そ
の
よ
う
な
諧
謔
性
と
風
刺
性
に
満
ち
た
戦
闘
的
な
テ

ク
ス
ト
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

注

ペ
ダ
ン
テ
イ
ツ
ク

（
１
）
例
え
ば
、
衒
学
的
な
法
水
に
対
す
る
皮
肉
と
し
て
、「
君
は
何
時
フ

ア
イ
ロ
・
ヷ
ン
ス
に
な
つ
た
の
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ

ン
作
品
に
お
け
る
探
偵
の
名
が
引
用
さ
れ
た
り
、
被
害
に
あ
っ
た
人
物

が
犯
人
に
擬
さ
れ
る
際
、
捜
査
の
目
を
欺
く
た
め
自
身
も
被
害
者
を

装
っ
た
「
グ
リ
ー
ン
家
の
ア
ダ
」
の
名
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
以
下
、
一
度
紹
介
し
た
作
品
に
関
し
て
は
こ
れ
と
同
様
略
称
を
用
い

る
。
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（
３
）
こ
こ
で
い
う
「
戦
前
」
と
は
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
を
指
す
。

（
４
）

H
ow
ard

H
aycraft

“M
urder

for
Pleasure”

（
一
九
四
一
年
）

（
林
峻
一
郎
訳
『
娯
楽
と
し
て
の
殺
人
―
―
探
偵
小
説
・
成
長
と
そ
の

時
代
―
―
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
二
年
三
月
）。

（
５
）

T
hom
son,H

.D
ouglas

“M
asters

ofM
ystery”

（
一
九
三
一
年
）

（
広
播
州
訳
『
探
偵
作
家
論
』
春
秋
社
、
一
九
三
七
年
一
月
）。

（
６
）
原
題
は“T

he
Greene

M
urder

Case”

で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
よ

う
に
特
定
の
翻
訳
本
を
指
す
の
で
な
い
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
最
も
流
通
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
邦
題
を
原
題
の
代
わ
り
に
用
い
る
（
こ
の
作
品
の

場
合
は
『
グ
リ
ー
ン
家
殺
人
事
件
』）。
登
場
人
物
な
ど
も
、
引
用
内
で

な
い
限
り
、
同
様
に
、
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
邦
訳
名
を
用
い

る
。

（
７
）
森
下
雨
村
・
山
本
不
二
訳
『
甲
蟲
殺
人
事
件
』（
新
潮
社
、
一
九
三

一
年
一
二
月
）
の
刊
行
を
指
す
。

（
８
）
そ
れ
ぞ
れ
、『
ベ
ン
ス
ン
殺
人
事
件
』（
一
九
二
六
年
）、『
カ
ナ
リ
ヤ

殺
人
事
件
』（
二
七
年
）、『
グ
リ
ー
ン
家
殺
人
事
件
』（
二
八
年
）、『
僧

正
殺
人
事
件
』（
二
九
年
）、『
カ
ブ
ト
虫
殺
人
事
件
』（
三
〇
年
）、『
ケ

ン
ネ
ル
殺
人
事
件
』（
三
三
年
）、『
ド
ラ
ゴ
ン
殺
人
事
件
』（
三
三
年
）、

『
カ
シ
ノ
殺
人
事
件
』（
三
四
年
）、『
ガ
ー
デ
ン
殺
人
事
件
』（
三
五

年
）、『
グ
レ
イ
シ
ー
・
ア
レ
ン
殺
人
事
件
』（
三
八
年
）、『
ウ
ィ
ン
タ

ー
殺
人
事
件
』（
三
九
年
）。

（
９
）

“IU
sed
to
Be
a
H
ighbrow

,ButLook
atM

e”

（
一
九
二
八
年
）

（
小
河
原
幸
夫
訳
「
半
円
を
描
く
―
短
い
自
叙
伝
―
」『
新
青
年
』
一

九
三
一
年
六
月
）。

（
１０
）
乱
歩
の
「
ヷ
ン
・
ダ
イ
ン
回
顧
」（『
改
造
』
一
九
三
九
年
六
月
）
に

は
、「
彼
の
六
篇
以
上
は
意
味
が
な
い
と
い
ふ
考
へ
は
正
し
か
つ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
事
実
彼
の
作
中
五
六
篇
は
、
探
偵
小
説
史
上
第
一
流

の
傑
作
と
云
ひ
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
作
品
は
書
い
て
も
書
か

な
く
て
も
、
ど
ち
ら
で
も
よ
か
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
」
と
あ
る
。

（
１１
）
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
祖
述
」、「
影
響
」
と
は
要
す
る
に
模
倣
の

意
味
で
あ
ろ
う
。

（
１２
）
甲
賀
は
「
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
以
後
に
出
た
為
に
、

恰
も
ヴ
ァ
ン
・

ダ
イ
ン
の
模
倣
の
よ
う
に
思
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
も
し
さ
う
だ

つ
た
ら
、
作
者
は
大
へ
ん
不
幸
だ
と
思
う
」
と
続
け
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
、
模
倣
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
名
前
が
出
さ
れ
る
と

ペ
ダ
ン
ト
リ
ー

こ
ろ
に
、
当
時
、
い
か
に
衒
学＝

ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
と
い
う
図
式
が
根

強
く
あ
っ
た
か
が
伺
え
る
。

（
１３
）
同
じ
く
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
は
、「
英
語
の
語
源
は
ギ
リ
シ
ア

語
のparōidía

で
、
模
倣
の
意
」
と
あ
り
、parody

に
は
下
手
な
模

倣
や
、
猿
真
似
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
無
論
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

は
日
本
に
お
け
る
慣
用
的
な
意
味
で
あ
る
。

（
１４
）
『
ベ
ン
ス
ン
』
は
、
容
疑
者
の
殆
ど
が
「
法
律
の
要
求
す
る
、
時
間
、

場
所
、
機
会
、
凶
器
、
動
機
、
と
そ
れ
に
行
動
等
の
条
件
を
満
し
て
」

お
り
、そ
の
よ
う
な
物
的
証
拠
に
よ
る
推
理
の
不
正
確
さ
を
示
す
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
順
に
犯
人
に
擬
せ
ら
れ
、
否
定
さ
れ
て
い
く
と
い
う
構
造
を

有
し
て
い
る
。

ド
ラ
ゴ
ン

（
１５
）
伴
大
矩
訳
『
狂
龍
殺
人
事
件
』（
日
本
公
論
社
、一
九
三
四
年
一
月
）。

カ

ジ

ノ

（
１６
）
伴
大
矩
訳
『
賭
博
場
殺
人
事
件
』（
日
本
公
論
社
、
一
九
三
四
年
一

二
月
）。

（
１７
）
翻
訳
自
体
は
、『
探
偵
小
説
全
集

第
十
三
巻
』（
平
林
初
之
輔
訳
、
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春
陽
堂
、
一
九
三
〇
年
四
月
）
の
ほ
う
が
早
い
が
、
最
終
章
が
訳
さ
れ

て
い
な
い
。

（
１８
）
当
時
の
英
和
辞
典
を
見
る
と
、「dragon

」
に
は
「
暴
烈
な
る
人
」

（『
大
英
和
辞
典
』
冨
山
房
、
一
九
三
一
年
三
月
）
と
い
う
意
味
も
あ

る
の
で
、
犯
人
に
対
し
て
「
ド
ラ
ゴ
ン
」
と
い
う
比
喩
を
用
い
る
の
は

不
自
然
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
ド
ラ
ゴ
ン
』
か

ら
の
影
響
の
方
を
重
視
し
た
い
。

（
１９
）
数
あ
る
詩
句
に
よ
る
心
理
分
析
の
う
ち
、
こ
の
場
面
は
手
法
ば
か
り

で
な
く
、
内
容
も
、
連
想
に
よ
る
虚
言
を
見
ぬ
く
と
い
う
点
で
同
様
で

あ
る
た
め
、
先
に
示
し
た
『
カ
ブ
ト
虫
』
の
場
面
に
最
も
類
似
し
て
い

る
箇
所
だ
と
言
え
る
。

（
２０
）
批
判
は
無
論
、
探
偵
小
説
作
家
た
る
自
己
（
小
栗
）
に
も
跳
ね
返
っ

て
く
る
。

（
２１
）
例
え
ば
、
第
六
篇
に
は
「
読
者
諸
君
は
、
ダ
ン
ネ
ベ
ル
グ
の
着
衣
の

右
肩
に
、
一
個
所
鉤
裂
き
が
あ
つ
た
の
を
記
憶
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、

そ
れ
に
は
ま
た
、容
易
に
解
き
得
な
い
疑
義
が
潜
ん
で
ゐ
る
の
だ
つ
た
」

と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
語
り
は
度
々
「
読
者
諸
君
」

に
対
し
て
、
謎
を
提
示
し
た
り
、
問
い
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

※
『
黒
死
館
』
本
文
の
引
用
は
、『
黒
死
館
殺
人
事
件
』（
新
潮
社
、
一
九
三

五
年
五
月
）
に
拠
る
。
他
の
文
献
も
含
め
、
引
用
に
当
た
っ
て
漢
字
は
全

て
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
は
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
振
っ
た
。
ま
た
、

傍
点
等
は
省
略
し
、
改
行
を
省
略
す
る
場
合
は
／
を
用
い
た
。

※
本
研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
ご
懇
篤
な
ご
指
導
と
ご
高
配
を
賜
わ
り
ま
し

た
立
教
大
学
文
学
部
、
藤
井
淑
禎
教
授
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ま
つ
だ
し
ょ
う
へ
い

大
学
院
後
期
課
程
在
学
生
）
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